
　
２
０
０
３
年
初
演
以
来
、
国
内
外
3
0
回
以

上
の
再
演
を
も
つ
平
井
秀
明
の
オ
ベ
ラ
（
か

ぐ
や
姫
）
が
旭
川
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
で
上

演
さ
れ
た
。
旭
川
出
身
の
バ
リ
ト
ン
歌
手
、

豊
島
雄
一
が
郷
里
旭
川
へ
の
思
い
を
熱
く
プ

【
】
デ
ュ
ー
ス
し
た
手
作
り
の
市
民
オ
ベ
ラ
。

中
江
早
希
（
か
ぐ
や
姫
）
、
豊
島

、
立
花
敏
弘
（
翁
・
客
演
）
、
小
林

、
他
、
地
元
の
歌
手
た
ち
が
、
ヴ

ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
脇
を
固
め
た
。
北
日
本
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、
旭
川
放
送
合

唱
団
、
旭
川
市
な
な
か
ま
ど
少
年
少
女
合
唱

団
、
平
井
秀
明
オ
ペ
ラ
合
唱
団
、
こ
れ
ら
出

演
ス
タ
ッ
フ
の
渾
身
の
演
技
演
奏
は
、
当
ホ

ー
ル
の
過
去
に
例
の
な
い
好
演
と
な
っ
た
。

　
平
井
秀
明
の
（
か
ぐ
や
姫
）
は
、
祖
父
（
平

井
康
三
郎
）
譲
り
の
、
奇
を
街
わ
す
、
平
明

枯
淡
の
閑
雅
な
造
り
に
優
し
さ
が
あ
り
、
題

材
の
良
さ
と
相
侯
っ
て
純
粋
に
聴
く
者
に
入

り
込
む
。
洋
の
東
西
、
世
代
を
問
わ
す
、
ま

さ
に
三
世
代
で
楽
し
め
る
オ
ペ
ラ
で
あ
る
。

本
人
自
ら
の
指
揮
で
そ
の
効
果
も
大
き
い
。

　
当
ホ
ー
ル
は
６
０
０
人
収
容
、
緞
帳
な
し

の
舞
台
、
客
席
一
体
の
音
楽
ホ
ー
ル
。
元
来
、

オ
ベ
ラ
は
可
能
で
な
い
。
こ
れ
を
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
上
手
端
に
置
き
、
下
手
端
に
役
者

処
を
、
中
央
を
広
く
歌
手
た
ち
の
立
ち
回
り

場
と
す
る
等
、
狭
い
舞
台
で
オ
ペ
ラ
を
上
演

す
る
工
夫
が
綿
密
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

中
小
ホ
ー
ル
の
規
模
が
聴
き
易
く
、
見
易
い

距
離
感
を
生
み
、
演
技
者
、
観
客
の
自
然
な

親
し
み
あ
る
一
体
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

こ
れ
を
演
出
し
た
小
渾
可
乃
（
旭
川
出
身
、

在
イ
タ
リ
ア
）
と
ス
タ
ッ
フ
の
発
想
と
実
行

に
賞
讃
の
意
を
哀
し
た
い
。

　
鳴
り
止
ま
な
い
拍
手
の
中
で
、
旭
川
市
民

の
オ
ベ
ラ
を
堪
能
す
る
真
の
感
動
と
深
い
満

足
感
は
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
。
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